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東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら

14
年
を
迎
え
て

表 
紙

　2024年４月、岩手県立大学の防災・復
興に関心のある学生によって結成されま
した。今後、災害が発生した場合に備え、
学生目線で地域防災に係る活動に取り組
んでいます。
　自らと家族の命を守る「自助」と、周りの
人の命も守る「共助」の力を身につけた、
地域防災のリーダーを目指します。
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より詳しいお話を
サイトで公開中

いわてを支える仲間たち

いわてグラフ
専用サイト

施
設
は
、
計
画
さ
れ
た
事
業
の
多

く
が
完
了
し
ま
し
た
。
一
方
で
、

被
災
者
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
な
ど
一

人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
き
め

細
か
い
支
援
や
、
主
要
魚
種
の
不

漁
対
策
な
ど
な
り
わ
い
の
再
生
に

つ
い
て
は
、
中
長
期
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
日
本
海
溝
・
千
島
海

溝
沿
い
の
巨
大
地
震
」
を
は
じ
め

と
し
た
大
規
模
災
害
に
備
え
、
関

係
機
関
と
連
携
し
た
防
災
・
減
災

対
策
に
取
り
組
む
な
ど
、
こ
れ
か

ら
も
、「
誰
一
人
と
し
て
取
り
残

さ
な
い
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、

「
三
陸
の
ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ

タ
ー
」、
よ
り
良
い
復
興
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。３

月
11
日
は
、「
東
日
本
大
震

災
津
波
を
語
り
継
ぐ
日
」
で
す
。

復
興
の
歩
み
の
中
で
得
ら
れ
た
多

く
の
絆
や
、
人
と
人
と
が
支
え
合

う
こ
と
の
大
切
さ
を
胸
に
、
東
日

本
大
震
災
津
波
の
教
訓
を
次
世
代

へ
語
り
継
ぎ
、
一
人
ひ
と
り
の
大

切
な
人
に
想
い
を
寄
せ
な
が
ら
、

力
を
合
わ
せ
て
、
ふ
る
さ
と
岩
手

を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
わ
て
の
未
来
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る
人
た
ち

2011 年、被災した陸前高田市の緊急支援のため
「一般社団法人 SAVE TAKATA」として設立され、
復興と発展に向けた活動を続けてきました。10 年
後の 2021 年、復興が進む中で、地域課題の変化に
対応するため、活動の内容や地域を拡大し、「地域
課題を解決する仕組みづくり」を行う団体へと移行。
地域の相棒として、隣に寄り添う存在でありたいと
いう思いを込め、法人名を「トナリノ」に変更し、
地域の未来に向けた活動を行っています。

防災・復興に関する調査研究や人材育成などの活
動に取り組む「岩手県立大学防災復興支援センター」。
同センターが 2024 年 4 月、「学生団体 FROM」を
設立しました。

FROM は、学内公募で選ばれた学部・学年混合の
20 人の学生で構成され、このうち半数以上が防災士
の資格を持っています。活動内容は、小・中・高等
学校への出前講義や、自治体などが主催する各種防
災訓練の運営支援、防災関連イベントの企画や出展・
広報活動など。次世代を担う学生が、自分たちの目
線で地域防災力の向上に向けた活動を行っています。

［特集1］ 震災から14年　感謝を力に、いわてから切り拓く未来

　出前講義で実施すること
の多い「避難所運営ゲーム
(HUG)」では、災害時の避難所
運営などの課題について生徒
たちと一緒に理解を深めます。

　自治体主催の総合防災訓
練では、防災グッズの紹介
や、アンケート調査を実施す
ることも。地域の方々との交
流の場にもなっています。

　防災関連イベントの企画や
出展を通じて、災害に備える
ことの重要性について情報
発信しています。

　自治体や企業と連携し
て、地域の事業者や団体
の計画作りや事務局運
営、広報制作などの伴走
支援を行います。

　旧仮設商店街「たまご村」
にあるコワーキングスペー
スを運営。ワークスペース
としての利用はもちろん、
カフェスペースやキッズス
ペースも利用できます。

　3.11仮設住宅体験館を中心に、研修や体験型プログラムを通して、
自らと家族の命を守るための知識を深める機会を提供しています。

一般社団法人
トナリノ

防災伝承活動

防災・復興教育の支援

地域防災活動の支援

防災・復興に係る
情報発信

団体支援活動

コワーキングスペース「ヤドカリ」の運営

岩手県立大学防災復興支援センター

学生団体F
フロム

ROM

復興支援から、困りごとを
解決する「地域の相棒」に

復興の先を考える、防災を
私たち「から」伝えていく

自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
た
め
、
そ

し
て
い
わ
て
の
未
来
の
た
め
に
、
地
域
の

課
題
解
決
や
地
域
防
災
力
の
向
上
に
向
け

た
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
県
内
の
２
つ
の
団
体
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
東
日
本
大
震
災
津
波

の
発
生
か
ら
14
年
の
今
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
を
お
伝
え
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
津
波
の
発
生
か

ら
、
本
年
３
月
11
日
で
14
年
と
な

り
ま
す
。
改
め
て
、
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
誠

を
捧
げ
ま
す
。

岩
手
県
は
、「
い
の
ち
を
守
り　

海
と
大
地
と
共
に
生
き
る　
ふ
る

さ
と
岩
手
・
三
陸
の
創
造
」
を
目

指
す
姿
と
し
、
国
内
外
か
ら
多
く

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

県
民
一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
復
興
道
路
が
完

成
し
、
防
潮
堤
な
ど
の
津
波
防
災

東日本大震災津波伝承館 いわてTSUNAMI（つなみ）メモリアル（陸前高田市）東日本大震災津波伝承館 いわてTSUNAMI（つなみ）メモリアル（陸前高田市）
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仕事がうまくいかず、
家賃や住宅ローンの
支払いが大変

家族・債務問題など、
どこから解決して
いけばいいか
分からない

陸
前
高
田
市
の
高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念

公
園
内
に
あ
る
「
東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承

館
」
は
、
２
０
１
９
年
９
月
の
開
館
以
来
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
お

か
げ
さ
ま
で
２
０
２
４
年
６
月
に
来
館
者
が

１
０
０
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

館
内
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
三
陸
の
津
波
被

害
の
歴
史
、
東
日
本
大
震
災
津
波
と
そ
の
復

興
の
取
り
組
み
に
関
わ
る
映
像
や
写
真
、
実

際
の
被
災
物
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
14
年
、
当
時
の

記
憶
の
な
い
世
代
が
増
え
て
い
ま
す
。
直
接

の
経
験
が
な
く
と
も
、
当
館
の
展
示
を
通
じ

て
、
災
害
の
歴
史
か
ら
学
び
、
記
憶
や
経
験

を
語
り
継
ぎ
、
将
来
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

あ
な
た
の
行
動
が
未
来
を
つ
く
り
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
は
、
こ
れ
か
ら
も
東

日
本
大
震
災
津
波
の
事
実
と
教
訓
の
伝
承
を

は
じ
め
、
復
興
の
歩

み
と
支
援
へ
の
感
謝

を
発
信
し
、
自
然
災

害
に
強
い
社
会
を
一

緒
に
実
現
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

［特集1］ 震災から14年　感謝を力に、いわてから切り拓く未来

よ
り
良
い
復
興
に
向
け
た

県
の
取
り
組
み

　
県
は
、こ
れ
ま
で
、次
に
掲
げ
る
４
本
の
柱

を
軸
に
、東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
旧・

復
興
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
、そ
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、「
誰
一
人
と

し
て
取
り
残
さ
な
い
」と
い
う
理
念
の
も
と
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
新
し
い
三
陸

地
域
の
創
造
を
目
指
し
、取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、県
が
進
め
る
新
た
な
防
災
対
策

な
ど
、４
本
の
柱
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

災害による被害を最小限に抑
え、住民の安全と暮らしを守る
地域づくりを推進しています。

主要魚種の不漁対策や新たな資
源の有効活用による水産業の再生、
中小企業の経営力の強化など、地
域資源を活用した産業振興を図っ
ています。

東日本大震災津波を風化
させることなく、自然災害
に強い社会の実現に向けて、
震災の事実と教訓を伝承し
ていきます。

被災者が安定した生活に戻ることが
できるよう、さまざまなニーズに対応
するための環境を整備しています。

災
害
時
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ

を
使
う
こ
と
で
、
避
難
所
で
の
受

付
時
間
を
短
縮
で
き
、
車
な
ど
避

難
所
外
の
被
災
者
の
支
援
ニ
ー
ズ

な
ど
を
把
握
で
き
る
「
被
災
者
把

握
シ
ス
テ
ム
」
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

２
０
２
４
年
に
久
慈
市
や
遠
野

市
で
実
証
実
験
を
行
い
、
多
く
の

参
加
者
か
ら
導
入
に
前
向
き
な
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
不
慣
れ
な
方

へ
の
対
応
な
ど
の
課
題
を
解
消
し
、

２
０
２
６
年
度
以
降
、
県
内
市
町

村
で
ス
ム
ー
ズ
に
導
入
が
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

被
災
者
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
抱
え
る
問
題
も

複
雑
化
・
複
合
化
し
て
い
ま
す
。

県
は
、
２
０
２
１
年
に
「
い

わ
て
被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
。
恒
久
的
な
住
宅
へ
移

行
し
た
後
に
お
い
て
、
生
活
面

や
経
済
面
な
ど
で
複
雑
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
被
災
者
に
対
し
、

関
係
機
関
や
専
門
家
（
弁
護
士
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
）
と
連
携
し
な
が
ら
、
生

活
再
建
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
に
公
募
を
開
始
し
た
水
産

加
工
業
連
携
新
活
動
促
進
事
業
費
補
助
金
。

こ
の
補
助
金
は
、
新
商
品
の
販
路
拡
大
や
県

内
産
の
農
産
物
を
使
っ
た
冷
凍
加
工
品
の
試

作
な
ど
、
被
災
し
た
水
産
加
工
業
者
を
含
め

た
複
数
企
業
の
連
携
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
新

事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た

被
災
者
把
握
シ
ス
テ
ム
の

導
入

い
わ
て
被
災
者

支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
支
援

復
興
基
金
を
活
用
し
た

沿
岸
の
産
業
振
興

東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館

を
拠
点
と
し
た
伝
承
と
発
信

　平時に、市町村の公式LINEアカウントから住民情報を事前登録（代表者が世帯の情報をまとめて登録
できます）。災害発生時は、避難所の受付で「QRコードを表示」をタップし、職員に提示すれば受付完了。

災害時の避難所
での受付方法

Ⅲ
なりわいの

再生

Ⅳ
未来の
ための

伝承・発信

東日本大震災津波伝承館
いわてＴＳＵＮＡＭＩ（つなみ）
メモリアル

副館長　早
はや

坂
さか

 寛
ひろし

Ⅱ
暮らしの

再建

詳細は
ホームページを
ご覧ください

ECサイトは
こちらから

一般社団法人 大槌町観光交流協会
　大槌町内の水産加工業者10社と連携し、その事業者の商
品を販売するECサイトにおいて、システム改良や事業者紹
介、商品説明ページの充実などサイトのリニューアルを図
り、販売力強化に取り組みました。

補
助
金
活
用
事
例

大
槌
町
水
産
加
工
業
連
携
ネ
ッ
ト

通
販
強
化
事
業

Ⅰ
安全の
確保

その他の支援策｜いわて希望応援ファンド地域活性化支援事業
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↑釡石

↓気仙沼

←住田
方面

吉浜IC

通岡IC

三陸IC

大船渡北IC

大船渡IC

大船渡碁石海岸IC

陸前高田長部IC

E45

道の駅
さんりく

道の駅
高田松原

三
陸
縦
貫
自
動
車
道

三
陸
縦
貫
自
動
車
道

震災伝承施設
詳しくはHPで

陸前高田IC

　

県
内
の
企

業
や
団
体
の

優
れ
た
Ｄ
Ｘ

の
取
り
組
み

を
表
彰
す
る

「
い
わ
て
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）大
賞

２
０
２
４
」に

お
い
て
、「
岩
舘
電
気
株
式
会
社
」が
大
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
社
の
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
は
、
平

野
代
表
取
締
役
社
長
が
以
前
勤
め
て

いわて県民計画について
もっと詳しく知りたい方は
こちらもチェック！

一人ひとりの幸福を守り育てる「いわて県民計画（2019～2028）」

「いわてＤＸ大賞2024」授賞式の様子
（平野代表取締役社長は前列右から２番目）

10の政策分野から今回は をPICK UP！社会基盤

いわて
県民計画
PICK UP!
　県は、デジタル社会における県民の
暮らしの向上と産業振興を図るため、
デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）
を推進しています。
　今回は、デジタル技術を活用した社
内データの見える化などにより、業務
改善を実現した企業の取り組み事例を
紹介します。

ＤＸとは、単にデジタル技術を導入するだ
けでなく、既存の業務の流れや組織文化を
変え、人間にしかできない新たなサービスの
提供を可能にするなど、付加価値を創出す
るものです。

県は、｢行政の DX｣、｢産業の DX｣、｢社
会・暮らしの DX｣、｢DX を支える基盤整備｣
という４つの取り組み方針に基づき、あらゆ
る分野での利便性や生産性の向上に取り組
んでいきます。

出典：岩手県DX推進計画

い
た
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｉ
Ｔ
企
業
か
ら
岩
手

に
戻
っ
た
２
０
１
３
年
に
始
ま
り
ま
し

た
。
会
社
の
情
報
を
全
社
員
に
公
開
す

る
こ
と
で
、
社
内
の
情
報
格
差
を
な
く

す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
社
内
デ
ー

タ
の
共
有
・
集
約
や
、
自
社
開
発
し
た

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
デ
ー
タ
の
見
え
る
化

と
い
っ
た
、
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
「
社
員
に
働
き
や
す
い
環
境
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
仕
事
を
す
る
喜
び
を
感
じ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。
結
果
、
社
員
が
、
必

要
と
す
る
情
報
を
即
時
に
入
手
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
残
業
時
間
を
削
減
で
き

た
だ
け
で
は
な
く
、
会
社
の
業
績
も
上

が
り
、
社
員
の
給
与
増
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
現
場
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
柔
軟
に
最
適
化
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
」
と
平
野
代
表
取
締

役
社
長
。

　

県
内
で
は
、
地
域
や
企
業
で
さ
ま

ざ
ま
な
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
ま
す
。

社
員
の
成
長
と
幸
福
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ

DATA

代
表
取
締
役
社
長
の

平ひ
ら

野の

喜よ
し

英ひ
で

さ
ん
◀

いわてグラフ専用サイト

社
会
基
盤

PIC
K U
P

教
育

居
住
環
境・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

安
全

仕
事・収
入

家
族・子
育
て

歴
史・文
化

自
然
環
境

い
わ
て
県
民
計
画

10
の
政
策
分
野

参
画

健
康・余
暇

　「いわてＤＸ大賞2024」には、県内の10団体からご応募をい
ただき、選考委員会による審査の結果、次のとおり受賞が決定し
ました。
●大賞／岩舘電気株式会社 ●優秀賞／大船渡市、
信幸プロテック株式会社 ●地域の未来に繋がるで
賞／奥州市　　　詳しくはこちらをご覧ください▶

「いわてＤＸ大賞2024」受賞団体が決まりました

㉄県庁科学・情報政策室　019-629-5661

❸❸陸前高田発酵パーク「CAMOCY陸前高田発酵パーク「CAMOCY（カモシー）（カモシー）」」

　　  岩舘電気
　　  株式会社
盛岡市長田町23-27
019-651-6666

最先端のデジタル技術の活用
誰もがデジタルを利活用できる環境の整備

DXを支える基盤整備

行政の
DX

産業の
DX

社会・
暮らしの
DX

業務の効率化
行政サービスの向上

産業の生産性向上
産業の高付加価値化

県民の利便性向上
新しい暮らしの実現

DXの推進により、県民一人ひとりが
快適に暮らすことができ、幸せを実感できる
「お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて」

目指す姿
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↑釡石

↓気仙沼

←住田
方面

吉浜IC

通岡IC

三陸IC

大船渡北IC

大船渡IC

大船渡碁石海岸IC

陸前高田長部IC

E45

道の駅
さんりく

道の駅
高田松原

三
陸
縦
貫
自
動
車
道

三
陸
縦
貫
自
動
車
道

震災伝承施設
詳しくはHPで

陸前高田IC

❷❷

❸❸

❶❶

復興、その先へ。復興、その先へ。
未来へつながる三陸未来へつながる三陸

「より良い復興～4本の柱～」を軸として、着実に復興に取り組む三陸。
復興の今に触れ、「その先」へ進む三陸を訪れてみませんか。

「より良い復興～4本の柱～」を軸として、着実に復興に取り組む三陸。
復興の今に触れ、「その先」へ進む三陸を訪れてみませんか。

４
本
の
柱

安全の確保

なりわいの再生

未来のための伝承･発信

暮らしの再建

　

大
船
渡
市
末ま

っ

崎さ
き

町・碁
石
海
岸

に
あ
る
市
立
博
物
館
。地
質
展
示

室
で
は
、大
き
な
地
層
の
レ
プ
リ
カ

と
大
船
渡
で
発
見
さ
れ
た
化
石
を

展
示
。数
億
年
の
時
を
か
け
、地
殻

変
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
大
地
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
荒

れ
狂
う
海
」と
題
し
、地
震
や
津
波

が
起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、昭
和
チ

リ
地
震
津
波
と
東
日
本
大
震
災
津

波
と
の
違
い・特
徴
な
ど
に
つ
い
て

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

㉄
大
船
渡
市
立
博
物
館

　
０
１
９
２-

２
９-

２
１
６
１

　
閉
校
し
た
旧
甫ほ

嶺れ
い

小
学
校
の
校

舎
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た「
甫
嶺

復
興
交
流
推
進
セ
ン
タ
ー
」内
に

あ
る「
三
陸
ア
ク
テ
ィ
ブ
」は
、大
船

渡
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。「
郷
土

料
理
作
り
体
験
」で
は
、地
元
の
人

に
魚
の
さ
ば
き
方
を
教
わ
り
な
が

ら
、大
船
渡
産
の
旬
の
食
材
を
使
っ

て
郷
土
料
理
を
作
り
ま
す
。ド
ミ

ト
リ
ー
タ
イ
プ
の
部
屋
や
サ
ウ
ナ
、

シ
ャ
ワ
ー
室
も
あ
り
、宿
泊
も
で
き

ま
す
。

㉄
三
陸
ア
ク
テ
ィ
ブ

　
０
１
９
２-

４
７-

３
７
５
６

　
陸
前
高
田
市
今い

ま

泉い
ず
み

地
区
は
東
日

本
大
震
災
津
波
に
よ
っ
て
被
災
す

る
前
、し
ょ
う
ゆ
や
み
そ
の
醸
造
が

盛
ん
な
エ
リ
ア
で
し
た
。カ
モ
シ
ー

は
、発
酵
文
化
が
根
付
い
た
こ
の
エ

リ
ア
に
２
０
２
０
年
に
オ
ー
プ
ン
。

発
酵
デ
リ
、パ
ン
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
な
ど
、発
酵
な
し

に
は
作
れ
な
い
お
い
し
さ
を
届
け

て
い
ま
す
。地
元
の
木
材
を
使
っ
て

建
て
ら
れ
た
店
内
に
は
、広
い
イ
ー

ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
す
。

㉄
カ
モ
シ
ー（
発
酵
食
堂
や
ぎ
さ
わ
）

　
０
８
０-

２
３
４
５-

５
１
６
２

大
船
渡
の
地
質
と

地
震
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

生
ま
れ
変
わ
っ
た
廃
校
で

郷
土
料
理
を
作
ろ
う

陸
前
高
田
の「
お
い
し
い
」は

発
酵
で
盛
り
上
が
る

❷大船渡市立博物館❷大船渡市立博物館

立
ち
寄
る

体
験
す
る

大船渡
エリア

◀大船渡市
　地域おこし協力隊
　木

き
﨑
ざき

和
かず

也
や

さん

◀学芸員 古
ふる

澤
さわ

明
あ

輝
きら

さん

大船渡市立博物館

住民交流拠点施設 まちや世田米駅（住田町）住民交流拠点施設 まちや世田米駅（住田町）

❸❸陸前高田発酵パーク「CAMOCY陸前高田発酵パーク「CAMOCY（カモシー）（カモシー）」」

季節の
魚のさばき方も

教えます！

木の温もりに
包まれた店内で

ひと休み
しませんか？

大船渡では
4億2000万年前の
化石が見つかって

います

学
ぶ

陸前高田発酵パーク
「CAMOCY（カモシー）」

大船渡郷土料理作り体験

三陸アクティブ
大船渡郷土料理作り体験

❶❶三陸アクティブ三陸アクティブ

陸前高田
マイクロブルワリー▶
菅
かん

野
の

佳
か

織
お

里
り

さん
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（
代
表
的
な
品
種
）で
あ
る「
金
色
の

風
」に
つ
い
て
、そ
の
魅
力
や
生
産
者
の

思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、い
わ
て
の
お
い

し
い
お
米
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

「
金
色
の
風
」と
は

　
２
０
１
７
年
秋
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
、岩

手
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
で
す
。選
定
基

準
を
満
た
し
た
生
産
者
に
よ
り
栽
培
さ

れ
、厳
し
い
品
質
目
標
を
ク
リ
ア
し
た

お
米
だ
け
が「
金
色
の
風
」と
し
て
出
荷

さ
れ
ま
す
。豊
か
な
甘
み
、ふ
わ
り
と
し

た
食
感
、冷
め

て
も
変
わ
ら
な

い
粘
り
が
特
徴

の
お
米
で
す
。

　
「
い
わ
て
短
角
牛
」は
、県
北
地
域
を

中
心
に
生
産
さ
れ
て
お
り
、澄
ん
だ
空

気
と
水
、豊
富
な
牧
草
に
恵
ま
れ
た
、

広
大
な
草
原
で
育
て
ら
れ
た
日
本
短
角

種
で
す
。日
本
短
角
種
は
和
牛
の
一
種

で
、全
国
で
飼
養
さ
れ
て
い
る
う
ち
の

約
４
割
が
県
内
で
育
て
ら
れ
て
お
り
、

岩
手
が
飼
育
頭
数
日
本
一
と
な
っ
て
い

ま
す
。脂
肪
分
が
少
な
く
、ヘ
ル
シ
ー
な

赤
身
の
高
タ
ン
パ
ク
牛
肉
で
、噛
む
ほ

ど
に
お
い
し
さ
が
広
が
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、い
わ
て
の
牛
肉
を

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

特
集
２

県産米の
フラッグシップ
「金色の風」

厳
し
い
品
質
目
標
を

ク
リ
ア
し
た
い
わ
て
の
お
米

い
わ
て
が
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
牛

「
金
色
の
風
」

「
い
わ
て
牛
」・「
い
わ
て
短
角
牛
」

いわての
ブランド牛

「いわて牛」
「いわて短角牛」

もっちり

か
た
め

柔
ら
か
め

あっさり

銀河のしずく 金色の風

ひとめぼれ

ササニシキ
あきたこまち

　
県
は
、全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
米
産

地
と
し
て
の
地
位
の
確
立
を
目
指
し

て
、知
事
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
、

い
わ
て
純
情
米
消
費
拡
大
月
間
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。　

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、「
金
色

の
風
」や「
銀
河
の
し
ず
く
」と
い
っ
た
県

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を
は
じ
め
と
し
た
、

県
産
米
の
認
知
度
向
上
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、県
産
米
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ

　

岩
手
県
は
日
本
有
数
の
米
ど
こ
ろ

で
あ
る
と
同
時
に
、畜
産
県
と
し
て
も

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。豊
か
な
自
然

と
栄
養
が
豊
富
な
大
地
、理
想
的
な
肉

牛
生
産
環
境
の
も
と
、畜
産
農
家
の
き

め
細
か
な
愛
情
に
よ
り
育
ま
れ
た
牛
肉

は
、全
国
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
い
わ
て
牛
」は
岩
手
県
内
で
育
て
ら

れ
た
黒
毛
和
種
で
、全
国
肉
用
牛
枝
肉

共
励
会
に
お
い
て
、全
国
最
多
11
回
の

日
本
一
に
輝
い
て
い
る
日
本
最
高
級
の

ブ
ラ
ン
ド
牛
で
す
。き
め
細
か
く
柔
ら

か
で
豊
か
な
風
味
が
特
徴
で
、肉
質
等

級
、歩
留
等
級
な
ど
を
厳
し
く
審
査
さ

れ
た
牛
肉
だ
け
が「
い
わ
て
牛
」と
し
て

認
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
と
ろ
け
る
味
わ
い
は
、一
度
食

べ
る
と
病
み
つ
き
に
な
る
ほ
ど
で
す
。

手塩にかけた「金色の風」
一人でも多くの人に
食べてもらいたい

「いわて牛」「いわて短角牛」
おすすめの食べ方

生産者の声料理人の声

　手間暇をかけて愛情たっぷりに「金
色の風」を育てている生産者・高

たか

橋
はし

貞
さだ

信
のぶ

さんにお話を伺いました。
　「『金色の風』は、県南地区で、地域を
厳選し、栽培されている品種ですが、少
しの雨風でも稲が倒れやすく栽培がと
ても難しいので、生産者が少なく収穫
量も限られています。そのため、消費
者が食べる機会が少ない希少品種と
言えます。食味の特徴は、粘りと柔らか
さ、甘みがあるところ。冷めてもおいし
いため、おにぎりやお弁当にも向いて
いると思います。お米好きな人はもち
ろん、たくさんの人に食べていただき、
そのおいしさを実感してほしいです
ね。1人でも多くのファンが増えること
を願っています」。

　「いわての食材は海の幸・山の幸どちらも種類が豊
富で素晴らしく、首都圏でも高く評価されています」と
話す狩野シェフ。「いわて牛」・「いわて短角牛」をおいし
く食べるコツを教えてもらいました。
　「『いわて牛』は、きめ細かいサシが入った黒毛和種
で、すき焼きやしゃぶしゃぶ、ローストビーフなど薄く
切って使用する料理に向いていて、肉の味を引き立て
る調理法が良いでしょう。
　一方、『いわて短角牛』は赤身の肉で、黒毛和種に比
べて歯ごたえがあり、しっかりとした肉の味が楽しめま
す。自然放牧による個体差があるため、個性豊かな味
を楽しむことができるのも短角牛の魅力です。部位に

よって味わいも異なり、それぞ
れの楽しみ方がありますが、特
にランプステーキ（下腰部の
肉）は肉のおいしさが引き立
ちます。たれは控えめにし、わ
さびや塩などでシンプルに素
材の味を楽しむのがおすすめ
です」。

品質の高さが自慢のいわ
ての牛肉。うす切り、また
は、こま切れを使います。

［レシピ監修］
野菜ソムリエ
上級プロ
小
お

原
はら

 薫
かおる

さん

トマトのうまみと生姜が効いた
ドレッシングは、肉料理との相性
抜群です。

酢飯で食べるさっぱりビビ
ンバ。ドレッシングを使った
合わせ調味料で簡単・本格
的な味わいに。

岩手県産牛肉 トマトと生姜のドレッシング

酢飯でさっぱり
牛肉のビビンバ

レシピは
こちら！◀

食材の宝庫いわて。旬の岩手県産の食材に、
いわてのオリジナルの品をプラスして
簡単でおいしい一品料理を作ってみませんか。

いわてグラフ専用サイト

金色の風の
ホームページ▼

いわて牛の
ホームページ▼

いわて短角牛の
ホームページ▼

岩手県金色の風栽培研究会

会長 高
たか

橋
はし

貞
さだ

信
のぶ

さん

ホテルメトロポリタン盛岡

総料理長 狩
か

野
のう

美
み

紀
き

雄
お

さん

●肉質等級とは
「牛肉の色沢（色やつや）」「牛肉の締まりときめ」「脂
肪の色沢と質」「脂肪交雑（脂肪の入り具合）」の４つ
を総合的に評価したランクのこと。
●歩留等級とは

その牛からどのくらい商品となる牛肉が取れるのか
を評価したランクのこと。

黒毛和種は、日本
短角種に比べて、
脂肪が多く、脂身
の味わいや風味
を楽しめます。

牛肉の風味など
を左右すると言わ
れるオレイン酸割
合はどちらも同程
度です。

日本短角種の牛肉
にはうま味成分で
ある遊離アミノ酸
が豊富です。

250
200
150
100
50
0

 （mg/100g） 日本短角種黒毛和種

60

40

20

0
（%） 日本短角種黒毛和種

遊離アミノ酸

オレイン酸

45

30

15

0
（%） 日本短角種黒毛和種

粗脂肪含量

脂
身

風
味

う
ま
味

黒毛和種は脂を楽しむお肉
日本短角種は赤身を楽しむお肉

「いわて牛」の
主な地域銘柄

「いわて短角牛」の
主な地域銘柄

●いわて八幡平牛（八幡平市）
●いわて雫石牛（雫石町）
●岩手しわもちもち牛（紫波町）
●いわてきたかみ牛（北上市）
●前沢牛
　（奥州市［江刺除く］・金ケ崎町）
●いわて江刺牛（奥州市江刺）
●いわて南牛（一関市・平泉町）

●いわてくじ山形村短角牛
　（久慈市山形町）

●いわいずみ短角牛（岩泉町）
●二戸短角牛（二戸市）
●もりおか短角牛（盛岡市）

日本短角種黒毛和種 比較
（いわて牛が該当） （いわて短角牛が該当）

い
わ
て
の
お
米
、

い
わ
て
の
牛
肉

い
わ
て
自
慢
の

お
い
し
さ
を
！

いわて牛（黒毛和種）

粘りと柔らかさ、甘みが特徴の「金色の風」

「いわて牛」・「いわて短角牛」（写真はいわて牛）

いわて短角牛（日本短角種）

　

澄
ん
だ
空
気
、清
ら
か
な
水
、豊
か
な
土
、自
然
の
資
源
に

恵
ま
れ
た
岩
手
県
で
は
、そ
の
立
地
特
性
を
生
か
し
た
農
業
・

畜
産
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。い
つ
も
の
食
卓
で
、そ
し

て
、特
別
な
ハ
レ
の
日
に
、生
産
者
が
愛
情
を
込
め
て
育
て
た

自
慢
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

78



クイズに正解した方の中から抽選で5名様に
わんこきょうだいグッズをプレゼント!

こたえ　○○の丘
　　　　美術館

岩手町にある野外
彫刻美術館は？？ 

に
参
加
す
る
と
、自
身
の
経
験
を

生
か
し
、若
者
を
応
援
し
た
い
と

い
う
ま
ち
の
人
の
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
ま
す
。

　
田
舎
だ
か
ら
何
も
で
き
な
い
と

諦
め
る
の
で
は
な
く
、勇
気
を
出

し
て
一
歩
踏
み
出
し
て
み
る
と
、

い
つ
し
か
世
代
を
超
え
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
で
き
、活
躍
の
場
が
広
が

り
ま
す
。

　
岩
手
町
は
、「
や
り
た
い
」を
か
な

え
ら
れ
る
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

　

首
都
圏
の
大
学
在
学
時
に
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｔ
を
知
り
、学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
岩
手
県
内
で

の
活
動
に
参
加
。そ
の
後
、学
校
で

も
家
で
も
な
い
、中
高
生
の
た
め
の

第
三
の
居
場
所「
い
わ
て
ユ
ー
ス
セ

ン
タ
ー　
ミ
ラ
イ
ト
」の
立
ち
上
げ

に
参
画
し
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
、岩
手
町
に
移
住
。

現
在
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｔ
に
所

属
し
な
が
ら
、若
者
の
成
長
を
支

援
す
る
ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、

中
高
生
の
居
場
所
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

岩
手
町
は
人
口
が
約
１
万 

１
５
０
０
人
の
小
さ
な
ま
ち
。若
者

も
少
な
く
、社
会
に
出
た
時
に
活

躍
で
き
る
場
も
あ
ま
り
な
い
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
。し
か
し
、ミ
ラ
イ

ト
を
運
営
し
な
が
ら
、ま
ち
の
人

に
話
を
聞
い
た
り
、地
域
の
祭
り

Q

応募締切
2025年
3月26日㊌

応募
フォーム

▼

エ
リ
ア

県
央

｢わんこきょうだい｣オ
リジナルグッズが当た

る！

このまちクイズ

「いわてユースセンター　ミライト」１階のカフェにて。
カフェはまちの人も利用できる、みんなの居場所。

岩手町にあるだんご屋「西田商店」店
主と若者で商品を開発した「匠プロ
ジェクト」。今も交流が続いています。

ミライトのスタッフ・若者
たちと。かわいいオブジェ
がある「石神の丘美術館」
はお気に入りの場所。

若者が「やりたい」をかなえられるまち　岩手町

4広域振興局がお届け！

今
回
は
、盛
岡
広
域
振
興
局

エ
リ
ア
在
住
の
川
島
レ
ラ

さ
ん
か
ら
地
域
の
魅
力
を

お
聞
き
し
ま
す
。

いわてグラフ専用サイト

川
か わ

島
し ま

レラさん
Profile
神奈川県藤沢市出身。大学1年
時から岩手に通い、NPO法人
SETで活動。2023年に岩手町
に移住。「いわてユースセン
ター ミライト」を運営。

ユースワーカー。

岩手県公式観光サイト
いわての旅「県央エリア」▶
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　岩手県がん診療連携協議会
は、がん患者さんやご家族の方
の不安や悩みに寄り添い、支え
る手助けとなることを目指し、
ホームページをリニューアルし
ました。
　県内の病院や治療に関する
こと、身近な相談窓口や医療制
度、支援に関する情報など、が
んに関する情報をまとめたホー
ムページです。ぜひ、ご利用く
ださい。
㉄岩手県がん診療
　連携協議会
　情報提供・
　相談支援部会
　019-613-7111

■テレビ岩手………… 月曜日 18：54〜19：00
　　　　　  （再放送）…土曜日 21：54〜22：00
■岩手めんこいテレビ…日曜日   8:55～  9：00

県職員の給与等のあらまし 岩手県がん診療
ポータルサイト

2024年度岩手県芸術選奨
作品募集中！

県営住宅の入居者を募集しています

岩手県からのお知らせ

県政テレビ番組
いわて！
わんこ広報室

お出かけ情報など、その他のお知らせは
「いわてグラフ」専用サイトでチェック！

　県職員の給与は、県議会での予算や
給与条例の審議、県人事委員会の給与
勧告などを通じて明らかにされています
が、県民の皆さまに、より一層の理解を
いただくため、そのあらましをお知らせ
します。
給与費の状況（2024年度普通会計予算）

※職員数には、知事・議員などの特別職の職員、非常勤の
職員や公営企業などの職員は含まれていません。
※職員手当には、退職手当及び児童手当
は含まれていません。
※特別職の職員や非常勤の職員に支払わ
れる給与、共済組合、公務災害補償の負
担金などは本表には含まれていません。

　優れた芸術活動の業績を表彰する「岩手県芸術
選奨」の参加作品を募集しています。
１　募集作品
　  2024年４月～2025年３月の間に発行、発表
　  した下記分野の作品
  　(1)　文学作品、評論などを内容とする出版物
  　(2)　演劇、音楽、舞踊、能楽、邦楽、舞台美術
　　　　の各分野における公演、発表（単独での
　　　　公演などに限る）及び映像による作品
２　募集期限
　  2025年６月２日(月)　消印有効
　たくさんのご応募をお待ちしてい
ます。
㉄県庁文化振興課　019-629-6485

　県営住宅は、所得が少なく住宅に困っている方を
対象に、安い家賃で賃貸するために県が整備した
住宅です。家賃は、住宅の建設年度などにより異な
り、また、入居する方の「人数」や「収入状況」に応じ
て決められます。
　入居資格や募集案内の詳細につい
ては、岩手県建築住宅センターまでお
問い合わせください。
㉄（一財）岩手県建築住宅センター
　019-623-4414

※都合により放送時間が変更になることがあります。

ご意見・ご提言はこちら

ホームページ・SNSで岩手の情報発信中！

手紙・はがき	 〒020-8570（住所不要）岩手県広聴広報課
電子メール	 koucho@pref.iwate.jp
電　　　話	 019-629-5110
受 付 時 間	 8：30～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）
ファクシミリ	 019-651-4865［24時間受付］

東日本大震災津波伝承館の
情報を発信中

県政情報、防災情報、
岩手の魅力情報を発信中
「岩手県広報広聴課X」

「岩手県公式LINE」 「いわてTSUNAMIメモリアル」

岩手県
ホームページ
岩手県

募集していますご存じですか？

問【放射性物質濃度検査】県庁県民くらしの安全課　019-629-5270
　【出荷制限など】県庁林業振興課　019-629-5775
　【全般】県庁復興危機管理室　019-629-6924

野生山菜採取にあたっての留意点
　野生山菜の検査の結果、放
射性物質濃度が基準値を超え
ると出荷制限などが行われま
す。採取の際は県ホームペー
ジを参考にしてください。な
お、販売する場合（フリマサイ
トなどで販売する場合も同様）
は販売前に自主検査を行い、
100ベクレル/㎏以下であるこ
とを確認してください。

放射線影響対策のお知らせ

いわてグラフ専用サイト

毎週放送中

岩手の歴史トピックス デジタルアーカイブ公開
　県政150周年を記念し、昭和から平成までの県政映画・広報誌の中から、花
巻空港の開港や東北新幹線の開通、国民体育大会などのトピックスや、その
時代の県民生活を記録した映像・記事をデジタル化し公開しています。
　1950年代から2010年代までの60年間にわたる産業、文化、
教育、環境など岩手の社会のさまざまな場面と、そこで生きてき
た人々の記録をぜひご覧ください。
㉄県庁ふるさと振興企画室　019-629-5215 ホームページはこちら▲

　▲詳細は、
　ホームページを
　ご覧ください

　▲詳細は、
　ホームページを
　ご覧ください

　▲詳細は、
　ホームページを
　ご覧ください

▲ポータルサイト
　はこちら

㉄県庁人事課
　019-629-5079

職員数
A

給与費
一人当たり

給与費
Ｂ／Ａ給料

職員手当
期末・勤勉

手当
計 Ｂ

18,694
（人）

77,436,235
（千円）

46,061,065
（千円）

123,497,300
（千円）

6,606
（千円）

品目名 対象地域

コシアブラ 盛岡市、花巻市、北上市、遠野市、一
関市、釜石市、奥州市、住田町

ゼンマイ 一関市、奥州市、住田町

ワラビ
陸前高田市、奥州市（旧前沢町及び
旧衣川村の区域）、平泉町（旧長島
村の区域）

タケノコ

一関市（旧一関市、旧室根村及び旧
川崎村の区域）、陸前高田市（旧矢
作村及び旧横田村の区域）、奥州市

（旧前沢町及び旧衣川村の区域）

野生山菜の出荷制限などの状況
（2025年１月31日現在）
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3
2025
March

岩
手
県
広
報
誌 

第
７
９
１
号

２
０
２
５（
令
和
７
）年
３
月
１
日
発
行（
年
４
回
発
行
）

◎
企
画
・
発
行
／
岩
手
県
政
策
企
画
部
広
聴
広
報
課 

岩
手
県
盛
岡
市
内
丸
10
番
１
号

　
　
　
　
　
　
　
電
話
・
０
１
９
（
６
２
９
）
５
２
８
３

◎
編
集
・
印
刷
／
株
式
会
社
オ
リ
ン
ピ
ア
企
画

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを使用しています。いわてグラフは岩手県が制作する広報誌です。518,500部作成し、県内全世帯に配布しています。1部当たりの単価は、約25円です。

1.記事は分かりやすかったですか？（番号で回答）
1非常に分かりやすい　2分かりやすい　3普通　4分かりにくい
5非常に分かりにくい
※4または5の方は、どのような点が分かりにくかったかお書きください。
2.今回の企画で興味を持ったものは何ですか？
3.県政で興味があるものは何ですか？（番号で回答）
1産業　2医療・福祉　3防災　4教育・文化　5環境
6社会資本整備　7その他（関心のあるものをお書きください）
4.本誌へのご意見・ご要望がありましたら、ご自由にお書きください。

住所・氏名・年齢・職業・電話番号・ご希望の商品のアルファベット記号（A・Bいずれか）をお書きの上、ハガキ、FAX、電子メール、また
は右の二次元コードを読み込んで、応募フォームからご応募ください。■送り先／◎ハガキ：〒020-8570（住所不要）岩手県広聴広
報課「いわてグラフ3月号・読者アンケート」係　◎FAX：019-651-4865　◎電子メール：kouhou@pref.iwate.jp ■応募締切／
2025年3月26日（水）必着　■当選発表／商品の発送（3月末頃）をもって代えさせていただきます。

滝沢西瓜をカットして缶詰に。スイカ本来の
甘さと食感が楽しめます。※原材料にハチミ
ツを使用。黒缶はアルコール1%未満含む。

㉄一般社団法人SUMICA
　0192-22-7808

トマトのうまみと生
姜が効いたドレッシ
ング。P8「いわて黄
金のマリアージュ」の
レシピをお試しくだ
さい。

アンケートにお答えいただいた皆さまの中から抽選でアンケートにお答えいただいた皆さまの中から抽選で合計8名様合計8名様にプレゼント！にプレゼント！

※ご記入いただいた個人情報やアンケートの内容につきましては、厳正な管理のもとで取り扱い、アンケート集計、プレゼントの発送にのみ利用させていただきます。

トマトと生姜の
ドレッシング
200ml・２本

アンケートに答えてプレゼントをもらおう！

東
京
に
本
社
を
置
く
「
株
式
会
社

Ｒ
レ
リ
ッ
ク

ｅ
ｌ
ｉｃ
」
で
、
日
本
全
国
を
対
象

に
新
規
事
業
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

支
援
な
ど
の
業
務
に
携
わ
る
丹た
ん

野の

渉わ
た
る

さ
ん
。
上
京
の
き
っ
か
け
は
、
大
学

在
学
時
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

津
波
で
し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷

の
た
め
に
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の

か
。
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
新
し

い
事
業
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
、
そ
の
力
を
身
に
つ
け
る
た
め

に
、
卒
業
後
上
京
し
、
事
業
開
発
の

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
知
見
を
、
岩

手
に
還
元
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す

丹
野
さ
ん
。「
Ｒ
レ
リ
ッ
ク

ｅ
ｌ
ｉｃ
」
に
は
、
丹

野
さ
ん
の
他
に
も
岩
手
県
出
身
者
が

複
数
人
在
籍
し
て
お
り
、
同
郷
の
仲

間
と
と
も
に
岩
手
で
の
事
業
創
設
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
母
校
の
岩
手
大
学
で
行
わ

れ
て
い
る
「
地
域
協
創
教
育
」
に
携

わ
り
、
学
生
の
創
造
性
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
高
め
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、「
岩
手
県
盛
岡
市
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ゆ
る
く
つ
な
が
る

首
都
圏
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
リ
ト
ル
も

り
お
か
」
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
も
し
て
い
ま

す
。「
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
岩

手
と
関
わ
り
た
い
と
い
う
方
へ
の
橋

渡
し
役
と
な
れ
れ
ば
」
と
話
す
丹
野

さ
ん
。
岩
手
へ
の
変
わ
ら
ぬ
思
い
を

胸
に
、
岩
手
と
人
や
企
業
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
走
り
続

け
ま
す
。

岩
手
へ
の
思
い
を
大
切
に

人
や
企
業
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
に

同郷の仲間と情報交
換をする丹野さん

岩
手
で
暮
ら
し
た
い
、岩
手
で
働
き
た
い
、

岩
手
に
帰
り
た
い
、県
外
に
い
て
も
岩
手
と

つ
な
が
り
た
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
岩
手
を
選
ん
だ
方
に
、な
ぜ

岩
手
を
選
ん
だ
の
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。

インタビュー
動画を
サイトで
公開中

いわてグラフ専用サイト

㉄駿河農園ベジスル
　vegesur@outlook.jp

滝沢西瓜缶詰
白缶・黒缶（各200g）A

3名
様

B
5名様

LINEの「友だち登録」から

　県外にお住まいの皆さんに、岩手の情報を
お届けするLINE公式アカウント「いわてとつ
ながろう」を開設しています。どなたでもお気
軽にご登録ください。

LINE公式アカウント
「いわてとつながろう」

QRコードID検索

検索して
友だち追加

または

@iwate_tsunagu

丹
たん

野
の

 渉
わたる

さん
陸前高田市出身。岩手大学工学部卒業後、半導体商社、
外資系コンサルティングファームなどを経て、株式会社
R

レリック

elicに事業プロデューサーとして参画。現在、執行役員。


